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緒 言

カンキツはイン ドのア ッサム地方 を中心 とした地域 を

起源 とす ると考 えられている(田 中,1959;Tanaka,1959).

ブ ー タン王国はこのア ッサム地方 の北側 に位置す るこ と

か ら,カ ンキツの遺伝 資源研 究においては極 めて重 要な

地域 である.し か しなが ら,そ の重要性 に も関わ らず,

ブ ータン王国全 土にわたるカンキツ遺伝 資源 の全容 につ

いては不 明な点が多い.従 って,本 格 的な探 索 ・調査 が

急務 となっている.

以 上の理 由か ら,2009年 に佐賀 大学および鹿児 島大学

とブー タ ン王 国のRenewable Natural Resources Research

Centre Wengkhar, Mongarと の 問で,共 同研究 「ブー タ

ン王国における野生カンキツ類 の探 索および調査」 を実

施 し,ブ ータン王国に 自生す るカンキツ類 の分布 および

それ らの特性 を調査 した.そ の結果 について報告す る.

材 料 お よび方法

ブータン王国における在来 のカンキツ遺伝 資源調査 は

2009年9月 に実施 した.原 則 として東西縦 貫道 に沿 った

西部(Paro,Punakha),中 央 部(Lhunentse),東 部 地域

(Mongar,Trashigang,Trashi Yangtse)に お いて,自 生

樹 または庭先樹 を調査 した.南 部 地域 は調査 できなかっ

たので,Thimphuの サ ブ ジバザール(野 菜市場)で,そ

の地域 の果 実を入 手 した.葉 および果 実形質 は採 取 した
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サンプル を当 日または翌 日に計測 した.一 部 のライ ム と

無酸 ライム につい ては果 汁のpHを 測 定 した.ま た,果

実を採取 できなかった もの もあった.

結 果 お よび考察

調査 ・採取地をFig.1に,調 査種 ・系統の一覧,樹 体,

葉 お よび果 実の形質 をTable1,2に 示 した.ま た,代 表

的な果 実等の写真 をFig.2に 示 した.全30点 中,マ ンダ

リンが1点,ラ イムが11点,シ トロンが5点,ブ ンタンが

1点,C.ichangensis Swingleが7点,無 酸オ レンジが1点,

シ トロン雑種 が4点 で あった.ラ イム11点 中3点 は無酸 ラ

イ ムで あ り,シ トロン雑 種で はLimbuが3点,Tshangla

が1点 で あった.無 酸オ レンジはイ ン ド産で ある.

ライ ムはブー タン全 土に分布 していた.全 体 的に無酸

ライ ムがライ ムよ りも大果 の傾 向があった.含 核数等 の

果実特性 には多様性 が認 め られ た.ほ ぼ無核 の系統 も存

在 した.い ず れ も多胚性 で あった.無 酸 ライ ムの果汁

pHは5.20お よ び5.39で あ り,ラ イムの2.38～2.52と 明 確

に区別 できた.

シ トロンは西部お よび東部 で調査 できた.い ずれ も特

有 の芳香 を備 え,大 果 で長球形 を示 したが,他 の果実特

性 には多様性 があった.特 に種子数 の系統 間差異 が大 き

く,ほ ぼ無核 の ものか ら含核数 が50個 以 上 のものが認 め

られ た.全 て単胚性 であった.

Thimphuの 野 菜市場で入手 したシ トロン雑 種のLimbu

は,南 部 のChirangお よ びGyelephu産 で,西 部,中 央

部お よび東部 では見 る ことがなかった.果 実 は極 めて長

球 であった.果 汁特性や香 りは レモ ンに似 ていた.含 核

数 は極 めて少 な く,単 胚性 であった.
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